
か
ば
さ
き
で
ら

栃
木
・樺
崎
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
人
月
～
三
月
、
二
　
一
一〇
〇

五
年
六
月
～
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
足
利
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
足
立
佳
代

。
伊
地
知
隼
外

・
板
橋
　
稔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
～
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

樺
崎
寺
跡
は
、
足
利
市
街
地
の
北
東
約
四

・
五
血
に
位
置
し
、
樺
崎
川
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
小
支
谷
に
入
幡

山
を
背
に
東
面
す
る
堂
宇
が
展

開
す
る
、
足
利
氏
の
菩
提
寺

・

廟
所
跡
で
あ
る
。
樺
崎
寺
は
源

姓
足
利
氏
二
代
目
の
足
利
義
兼

が
す
徳
円
五
年
八

一
一
八
九
）
の

奥
州
合
戦
の
戦
勝
祈
願
の
た
め

に
創
建
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
頃

に
最
初
の
堂
舎
が
建
立
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
樺
崎
八
幡
宮
本
殿
の
南
東
前
面
に
は
、
中
島
と
立
石
景
石
を

も
つ
東
西
約
七
〇
ｍ
南
北
約

一
五
〇
ｍ
の
浄
土
式
庭
園
が
営
ま
れ
た
。

発
掘
調
査
は

一
九
人
四
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
人
幡
山
山
麓
の
堂

碁
跡
や
浄
土
庭
園
跡
、
僧
坊
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
二
〇
〇

一
年

一
月
に
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
園
池
は
大
き
く
四
期
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る

（第

一
期
は
創
建
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
、
第
二
期
は
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
ま
で
、
第
三
期
は
南
北
朝
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
、
第
四
期
は
江
戸
時
代
か
ら

明
治
時
代
ま
で
）。

一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
四
年
次
調
査

二
〇
〇
四
年
度
は
、
主
に
中
島
の
西
南
部
分
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
園
池
第
三
期
に
お
い
て
、
池
底
か
ら
西
岸
に
か
け
て
の
立
ち
上
が

り
の
状
況
が
確
認
さ
れ
、
池
岸
に
は
、
池
側
へ
ゆ
る
く
下
が
る
斜
面
に
チ
ャ
ー

ト
の
割
石
が
敷
か
れ
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。
園
池
第
三
期
の
堆
積
土
中

に
は
、
瓦
や
か
わ
ら
け
の
ほ
か
、
柿
経
や
漆
塗
椀
な
ど
の
木
製
品
も
多
く
含
ま

れ
て
い
た
。
柿
経
は
、
両
面
に

『大
毘
鷹
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
を
書
写
し

た
も
の

（
一
②
Ｏ
）
が
数
十
本
束
に
な
っ
た
状
態
で
出
上
し
た
ほ
か
、
法
華
経

を
両
面
に
書
写
し
た
も
の

（
一
ω
）
が
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
五
年
次
調
査

二
〇
〇
五
年
度
は
、
主
に
岬
西
岸
及
び
園
池
北
西
部
に
つ
い
て
調
査
を
行
な

っ
た
。
園
池
第
三
期
に
お
け
る
岬
西
岸
の
護
岸
に
は
五
～

一
五
帥
大
の
チ
ャ
ー

(桐生及び足利・栃木)
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卜
の
割
石
が
敷
か
れ
て
お
り
、
ま
た
岬
が
や
や
入
り
組
ん
だ
部
分
に
は
三
〇
～

四
〇
伽
の
大
ぶ
り
の
石
が
景
石
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

園
池
北
西
部
は
岬
が
西
側
へ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
池
幅
が
北
へ
行
く
に

つ
れ
次
第
に
狭
く
な
り
、
池
の
北
端
で
北
か
ら
の
水
路
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
、
池
の
北
端
か
ら
東
へ
七
ｍ
程
ず
れ
た
位

置
で
南
北
方
向
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
溝
は
第
三
期
当
初
の
岬
の
西
岸
を

壊
し
て
南
の
園
池

へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
第
三
期
当
初
の
池
が
あ
る
程
度
埋

ま
っ
た
段
階
で
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
溝
の
埋
土
か
ら
は

室
町
期
の
瓦

。
か
わ
ら
け
の
ほ
か
、
梵
字
で

「
バ
ン
」
と
書
か
れ
た
柿
経

全
一

④
）
が
出
土
し
て
い
る
。
過
去
の
調
査
に
お
け
る

「
バ
ン
」
字
柿
経
の
出
土
状

況

（本
誌
第
一
一六
、
一
一七
号
）
か
ら
も
、
こ
の
溝
は

一
五
世
紀
頃
に
掘
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
三
期
の
池
の
堆
積
土
中
か
ら
は
瓦

・
か
わ
ら
け
、
漆

塗
椀
の
ほ
か
、
両
面
に
法
華
経
が
書
写
さ
れ
た
柿
経

全
一ω
～
①
）
が
出
土
し

て
い
る
。

両
面
写
経
の
柿
経
に
つ
い
て
は
、
法
華
経
の
ほ
か
に
、
今
回
新
た
に

『大
昆

麿
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
を
書
写
し
た
も
の
が
確
認
さ
れ
た

（
一
②
Ｏ
）。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
本
遺
跡
の
園
池
か
ら
出
土
し
た
柿
経
の
総
点
数
は
小
片
も
含

め
る
と
二
七
〇
〇
点
以
上
に
及
ぶ
。
そ
の
中
に
は
未
整
理
の
も
の
も
あ
る
た
め
、

改
め
て
そ
れ
ら
の
経
文
を
見
直
し
、
ど
の
よ
う
な
経
典
が
書
写
さ
れ
て
い
た
の

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
四
年
次
調
査

ω
　
。
「如
是
之
妙
相
昔
所
未
聞
見
為
大
徳
天
生
為
仏
出
世
間

二
於
昔
無
量
劫
空
過
無
有
仏
世
尊
未
出
時
十
方
常
闇
瞑

（
２４
中
１８
１
・９

。
２４
下
６
１
７
）
ρ
ｏ
じ
×
Ｆ
×
ｏ
ｏ
　
ｏ
Ｓ

②
　
。
□
言
善
男
子
諦
聴
転
字
輪
浸
茶
羅
行
品
真
言

。
南
腹
三
員
多
勃
駄
哺

一
阿（２２
中
１８
１
・９

・
２２
下
８
）
今
∞
∪
×
馬
×
ｏ
］

ｏ
解

０
　
。
諸
菩
薩
能
作
仏
事
普
現
其
身
（
時
執

・
同
寿
命
同
種
字
同
依
処
同
救
世
者

（
２２
中
１９
１
２０

．
２２
下
７
）
含
趙
）
×
言
×
ｏ
〕

ｏ
解

①
は
上
端
を
山
形
に
削
り
、
下
端
は
欠
失
。
両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第

三

「化
城
喩
品
第
七
」
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る

（以
下
、
法
量
の
上
に

『大

正
新
脩
大
蔵
経
』
に
お
け
る
頁
。
段
・
行
を
示
す
。
『妙
法
蓮
華
経
』
は
第
九
巻
、
『大

毘
底
進
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
は
第
一
人
巻
）。
②
①
は
上
下
両
端
と
も
に
欠
失
。

両
面
に

『大
昆
麿
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
（大
日
経
）
巻
第
三

「転
字
輪
曼
奈

羅
行
品
第
八
」
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。



一
一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
二
年
次
調
査

「阿
修
羅
所
見
知
識
阿
難
常
為
侍
者
護
持
法
」

「法
蔵
然
後
得
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
化
二
」

（
２９
中
２７
‐
２８

・
２９
下
７
１
８
）
鶴
卜
×
庫
×
ｏ
あ

・
惟
具
告
諸
子
汝
□

・
無
明
暗
蔽
永
同
国

・
諸
子
等
楽
著
嬉
□

。
□
則
為

一
切
世
間
之
父
□

（バ
ン
）

望
汀
『

(1)(4)ω
は
上
下
両
端
と
も
に
残
存
し
、
上
端
は
山
形
に
削
る
。
両
面
に

『妙
法
蓮

華
経
』
巻
第
四

「授
学
無
学
人
記
品
第
九
」
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
②

Ｏ
は
上
下
両
端
と
も
に
欠
失
。
両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
二

「讐
喩
品
第

三
」
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
②
Ｏ
は
こ
の
順
で
連
続
す
る
。

い
は
上
下
両
端
と
も
に
欠
失
。
片
面
に
大
日
如
来
を
示
す
梵
字

「
バ
ン
」
が

一

字
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

足
利
市
教
育
委
員
会

『平
成
十
六
年
度
文
化
財
保
護
年
報
』
公
一〇
〇
六
年
）

（板
橋
　
稔
）

(2)

（
‐２
中
２９
。
‐３
上
１３
）
０
じ
×
Ｆ
×
９
嗚
　
ｏ
解

阻
図
旧
同
Ⅲ
四
口
国
圏
旧
囮
旧
日
日
Ч
０

期
国
因
ｍ
周
旧
悧
四
図
倒
図
圏
円
日
日
四
一ぐ

（
・２

下

１

・
１３
上

１２
）

合

ｅ

×

馬

×
９
］

ｏ
曽

（
岸
〇
∞
）
×

Ｐ
〕
×
〇
］
　
ｏ
ω
牌

二 (2)

二 (4)

二 (3)

二 (1)


